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誠之小学校改築工事計画及び仮校舎建設工事計画説明会 質疑概要 

 

平成２９年２月１５日（水）午後６時３０分から 

質問 回答 

新校舎と仮校舎は、冷暖房完備か。 冷暖房完備です。 

石綿（アスベスト）の有無について、資料 P.13と

P.15で記述が異なるのはなぜか。 

P.13は仮校舎建設時の部分解体工事で、P.15は既

存校舎の解体工事です。それぞれ、解体する構造

物が異なるため、工事計画ごとに記載していま

す。 

新校舎は、屋上が利用できるか。 低学年棟（Ⅱ期工事部分）の「屋上広場」のみ利

用できます。 

工事車両の出入りによる渋滞について、具体的な

対策は。 

周辺道路の利用状況を確認しながら、通行量が多

い時間帯を避けるなど配慮します。原則、工事車

両は路上待機させません。 

解体工事による振動が心配だが、どのように対策

するのか。 

低騒音低振動型の機械を使用し、振動を抑えるよ

うに配慮します。また、騒音計や振動計等で規制

値を超えていないか確認しながら作業します。 

西側の擁壁はどのような形状になるのか。 校舎の工事と並行して、現在の位置から約 50cm

後退した位置に鉄筋コンクリート造の擁壁を造

り替え、後退した部分は緑化する計画です。 

西側擁壁下の道路に足場を設置するということ

だが、住民の自家用車に対する配慮や説明はどの

ようにするのか。 

仮囲いは車両通行に配慮して設置しますので、通

行止めにはしない方針です。施工者が決定し、施

工計画が明らかになる段階で、改めて説明会を開

催します。 

既存擁壁の水抜き穴は塩ビパイプで桝へ繋がれ

ており、パイプが外れてしまうほど水が出ること

があるが、今後はどうなるのか。 

擁壁背面に新校舎の地下部分ができるため、崖上

の地表面（雨水浸透部）が狭くなり、また、擁壁

上部地表面に排水設備を設置するため、現状より

改善されると考えています。 

擁壁の下は、落ち葉の量が多く、老木が道路に落

下したこともある。改築後は、新しく樹木を植え

る計画なのか。 

東京都及び文京区の条例で緑化基準が定められ

ており、擁壁の上にも樹木を植えますが、敷地境

界付近は常緑樹にするなどの配慮をします。 

体育館を地下に埋めるには、相当掘削することに

なると思われるが、どのように工事を進めるの

か。崖下から土を搬出するのか。 

現在の計画段階では、崖上の道路から搬出するこ

とを想定していますが、施工者が決定し、施工計

画が明らかになる段階で、改めて説明会でお伝え

します。 
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校庭が中央にあり、改築校舎が道路側に配置する

計画だが、現在のように、道路側に校庭を配置で

きないのか。 

改築校舎の配置は、現在の校舎とほぼ同じ配置で

す。なお、既存校舎は地上 4 階、高さ 15m 弱で

すが、改築校舎は地上 3階、高さ 10m以下です。 

西側の擁壁下に門が２つ新設されるのか。児童が

使用するのか。 

新たに西門を２箇所設置します。児童の登下校で

は使用しませんが、西門１は、体育館等の地域開

放（平日の夜間又は土日祝日）や災害時の避難所

の出入口として、西門２は、車椅子で育成室に通

う児童等が利用できる門として整備します。ま

た、学校外から育成室に通う児童等の出入りは基

本的に南門となります。※注１ 

正門の前の交差点を大型車両が曲がるにあたり、

どのような配慮がされるのか。近隣工事の例でも

誘導員をつけている。 

必ず誘導員をつけます。 

西側の擁壁下の道路レベルに西門ができると水

害が心配。地下２階の体育館に避難所を設置する

ことに疑問を感じる。 

水害ハザードマップを参考として、浸水対策を考

慮した設計を行っており、地下２階の体育館アリ

ーナの床レベルは、擁壁下の道路レベルよりも

50cm上げています。 

想定外の浸水も考えられる。避難所となる体育館

アリーナを地上に設けず、地下 2階に設置した理

由は何か。 

誠之小学校は、10mの高さ制限がある地域に位置

します。校舎及び校庭に必要な面積を確保するた

め体育館を地下に設け、その上の一部を校庭とし

ています。 

なお、浸水リスクを考慮し、地下２階の床レベル

を崖下の道路レベルより 50cm高くしています。 

２箇所の西門は、普段は閉めているのか。 西門１は、体育館等の地域開放（平日の夜間又は

土日祝日）で利用します。西門２は、車椅子でも

使用しやすい、バリアフリーに配慮した門として

整備します。※注２ 

自転車置場を設置してもらいたい。 基本的に自転車での来校はお断りしています。改

築後も同様の予定です。 

西側擁壁の工事が始まる際に、お知らせはあるの

か。 

施工業者が決定し、施工計画が明らかになる段階

で、説明会やお知らせ等でお伝えします。 

万が一、本工事の作業により家屋を損傷した場合

は、工事請負者の責任において早急に復旧すると

のことだが、事前調査等をするのか。 

隣接する家の方には、工事着手前の家屋調査を考

えています。工事終了後にも同様の調査を実施し

て比較し、工事による損傷の有無を確認します。 

※注１ 説明会では「西門２については育成室の出入口にもなっています。ただし、育成室を利用する
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全ての児童が使用するわけではなく、正門や南門を利用する児童もいます。」と説明しましたが、

上記のとおり訂正します。 

※注２ 説明会では「西門１は通常利用しません。西門２は育成室の利用者のうち、崖下から利用され

る方が使用します。」と説明しましたが、上記のとおり訂正します。 


